
豚の健康に
こだわり続け、
日本一の豚肉に

■  　　2人で、手作りの豚舎からスタート
　生産者は、鹿角市の八幡平養豚組合。鹿角市内に

５つの養豚場（豚舎）を持ち、年間３万7,000頭を出

荷。さらに、岩手県九戸郡洋野町に「八幡平ファーム」

「八幡平洋野牧場」という２つの組合を経営。岩手で

の生産分８万頭と合わせ、年間の総出荷頭数は11万

7,000頭にも及ぶ。

　設立は昭和44年。現会長である阿部日出夫氏と前

専務が、２人でコンクリートブロックを積み上げ豚舎を

造り、少しずつ飼育頭数を増やしていった。

　たった２人の、手作りの豚舎から始めた養豚業。そ

れが46年の歳月で、どのように成長を遂げ、全国屈指

のブランドに成長したのか…。

　今や日本を代 表するブランド豚となった「八幡 平ポーク」。

赤身のきめが細かく、すっと噛める軟らかさで人気がある。ま

た、豚肉特有の臭みがなく、肉質のばらつきが少ない。おいし

さの秘訣、ブランド確立の道のりを聞いた。

■ 　　豚を健康で元気に育てる
　養豚を始めた当時、経営効率の観点から母豚頭数

300頭での飼育がベストとされた。そこで、母豚300

頭の養豚場を鹿角市内に４つ増設。全部で５つとなっ

た養豚場それぞれに、リーダーとなる農場長を配置し

た。そして、飼育技術の向上を目指して５つの養豚場

を競わせた。「どの豚舎も母豚300頭という同規模な

ので、結果が分かりやすかった。それぞれの養豚場の

『負けたくない』という思いが、組合全体の品質向上に

繋がった」と阿部正樹組合長。

　飼育している豚はオランダ原産で、日本人好みの軟

らかくしっとりとした肉質・味にするため改良を重ねた

「ハイポー豚」。“お客様においしく食べていただくため、

ハイポー豚の魅力を100%出すには？”と試行錯誤の

末、究極の答えにたどり着いた。「それが私たちの一

〒018-5141  秋田県鹿角市八幡字長川60-3
Tel.0186-34-2204　Fax.0186-34-2178
http://www.h-pork.com

m
a

n
a

g
e

m
e

n
t re

p
o

rt

経
営
探
訪

m a n a g e m e n t  r e p o r t
経 営 探 訪

農事組合法人八幡平養豚組合

● 設　立／昭和44年10月
● 資本金／4,000万円
● 従業員／33名

● 事業内容／家畜の繁殖・肥育、
　　　　　   肉・肉加工品の販売、
　　　　　   堆肥の供給、家畜診療所の運営 
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番のこだわりである、豚を健康に育てること。餌や温

度変化に気を配り、豚にストレスを与えない。豚舎は

とにかく清潔に保つ。安全性に配慮し、外から雑菌を

持ち込まない。豚の健康状態に常に目を配るなど、の

びのびと健康に育てることに全力を注いでいる」

　特に衛生管理は徹底している。農場内は基本的に

関係者以外立ち入り禁止。豚舎への入退室時には、

必ずシャワーを浴び、着衣や靴を替えなければならな

い。荷物を持ち込む際には、殺菌灯で滅菌をする。外

部からの雑菌の侵入を最小限にし、病気を予防するこ

とで、抗生物質などを餌に添加する必要がない。さらに、

健康で元気な豚は、餌をよく食べるので成長が良く、

早く出荷できる。また、健康な母豚は一度にたくさんの

子を産むので、飼育効率がいい。

　“健康”は味にも影響する。豚が健康であるほど、

肉が格段においしいと気がついた。「健康にこだわる

ことで、生産効率アップ、コスト減、ひいては経営安定

などたくさんのメリットが生まれる。豚が健康でいてく

れるおかげで、会社も健康」と阿部組合長は笑顔を見

せる。

■　　今年、全国の頂点に
　12年前に、八幡平ポークの肉や加工品を販売する直

売所の営業を始めた。現在、直売所は鹿角市内に２店

舗、青森県八戸市に１店舗。関連会社が運営する販売

所が秋田市内に３店舗ある。心を込めて育てた豚肉、

安全でおいしく新鮮な肉を、地元の皆さまにも食べても

らいたいという思いがあった。また、直売所を設けたこ

とで、お客様の反応や声を直接知ることができた。「『お

いしかったよ』と褒めていただくと、現場のモチベーショ

ンが明らかに上がる。また褒めていただけるようにと向

上心が湧く。スーパーへの卸販売だけでは、決して得ら

れなかった手応え」

　健康で元気な豚を育てる。その揺るぎなきポリシーは、

確かに実を結んでいる。全国の養豚業者が肉の品質を

「見た目」と「食味」で競う「銘柄ポーク好感度コンテスト」

で、今年４月、洋野町で育てたブランド「いわて純情豚愛

海（めぐみ）」が最優秀賞となり、遂に全国の頂点に輝いた。

　確かな味と品質、安全性を誇りに、今後は直売所の

大規模な改装や新店舗のオープンなども予定している。

快進撃を続ける八幡平ポークから、目が離せない。

組合長理事　阿部 正樹

岩手県九戸郡洋野町の「八幡平ファーム」。母豚頭数は約1,630頭。

八幡平養豚組合の本社（事務所）がある鹿角市の谷内農場。

直売所は“直売価格”で人気があり、連日賑わっている。

精肉の他、とんかつやホルモン煮込みなどの惣菜も直売している。

事務所には、46年の歩みの中で培った栄光の証が並んでいる。
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